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だ
ん
だ
ん
と
寒
く
な
り
、
ス
ト
ー
ブ
（
石
油
ス
ト
ー

ブ
、
電
気
ス
ト
ー
ブ
）
が
主
に
活
躍
す
る
季
節
が
近
づ

い
て
き
ま
し
た
。

　

毎
年
ス
ト
ー
ブ
は
火
災
の
原
因
に
お
い
て
、
た
ば
こ

に
次
い
で
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
ス
ト
ー
ブ
火
災
の
ほ
と
ん
ど
が
使
用
者
の
不

注
意
に
よ
っ
て
起
こ
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

ち
ょ
っ
と
し
た
心
構
え
か
ら
、
ス
ト
ー
ブ
火
災
は
防

ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

油
断
を
せ
ず
、
家
族
の
た
め
に
も
、
ご
自
身
の
た
め

に
も
、
下
記
の
よ
う
な
ス
ト
ー
ブ
火
災
の
対
策
を
行
っ

て
、
火
災
の
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

●
器
具
を
点
検
す
る
。

　

プ
ラ
グ
、
コ
ー
ド
、
ホ
ー
ス
等
の

異
常
か
ら
出
火
と
い
っ
た
火
災
も
発

生
し
て
い
ま
す
。

 

定
期
的
に
点
検
し
、
異
常
が
あ
る

場
合
は
使
用
を
中
止
し
て
販
売
店
等

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

●
周
り
は
常
に
整
理
整
頓
す
る
。

　

衣
類
や
雑
誌
等
の
可
燃
物
が
、
ス

ト
ー
ブ
周
辺
に
置
い
て
あ
る
こ
と
で
、

ふ
と
し
た
時
に
接
触
し
て
出
火
す
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

洗
濯
物
等
を
ス
ト
ー
ブ
の
上
で
干

さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

●
ス
プ
レ
ー
等
を
使
わ
な
い
。

　

化
粧
品
や
塗
料
等
の
ス
プ
レ
ー
缶
、

引
火
性
の
溶
剤
を
使
っ
た
接
着
剤
等

は
引
火
や
爆
発
の
危
険
性
が
あ
る
の

で
ス
ト
ー
ブ
の
近
く
で
使
用
し
て
は

い
け
ま
せ
ん
。

●
給
油
時
は
必
ず
火
を
消
す
。

　

石
油
ス
ト
ー
ブ
は
火
を
点
け
た
ま

ま
給
油
す
る
と
、
こ
ぼ
れ
た
灯
油
に

燃
え
移
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
必
ず

消
火
を
確
認
し
て
か
ら
行
い
ま
し
ょ

う
。

　

ま
た
、
寝
る
時
や
、
そ
の
場
を
離

れ
る
時
は
ス
イ
ッ
チ
を
切
り
、
コ
ン

セ
ン
ト
か
ら
プ
ラ
グ
を
抜
く
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

　

令
和
６
年
に
お
け
る
、
登
別
市
の
火
災
件
数
と
出

火
原
因
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
消
防
年
報
よ
り
抜

粋
い
た
し
ま
し
た
。
火
災
発
生
件
数
は
徐
々
に
減
少

し
て
お
り
ま
す
が
、
原
因
に
つ
い
て
は
ス
ト
ー
ブ
や
放

火
の
割
合
が
多
く
、
日
頃
か
ら
防
火
の
意
識
や
注
意

が
必
要
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
内
容
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
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     消防団員募集中
　～　あなたの力を消防団で発揮してみませんか？　～

 これからの時期は、積雪が多くなり屋根
の雪下ろし・自宅周辺の除雪をする機会が
増えてきます。
消火栓・防火水槽の周りに雪が集められて
いると、火災で消防水利として使用する際
に、容易に使用できず、消火活動が遅れる
可能性があります。
自宅付近にある消火栓・防火水槽は、自宅
や近所を守るためにあります。有事の際、
地域を守るためにも、雪や車両の停車で消
防水利周辺は塞がないようご協力お願いし
ます。

消防団員募集中

消防団とは
「自分たちの街は自分たちで守る」というボランティア精神に基づき、私たちの街の  

安心と安全を守るため、地域住民で構成されている組織です。

　それぞれの分団が地域に密着した活動を行っています。

女性や学生も
　消防団員は性別や職業を問わず心身ともに健康な１８歳以上の市内に居住・勤務して

いるかたであれば任用資格があります。

あなたの周りの友人や職場の同僚など身近な人が消防団で活躍しています。

消防団員は「非常勤特別職の地方公務員」として必要な被服等は貸与されます。

また日々の労に報うために団員報酬や費用弁償などが支給されます。

　地域防災の要・消防団に入団しませんか？興味のある方はお近くの消防団員

または消防署・支署までお問い合わせください。

・寝たばこは、絶対にやめましょう。

・ストーブは、燃えやすい物から離れた位置で使用しま

しょう。

・ガスコンロ等のそばを離れるときは必ず火を消しましょ

う。

・逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置しま

しょう。

・寝具、衣類及びカーテンからの火災を防ぐために、防

炎品を使用しましょう。

・火災を小さいうちに消すために住宅用消火器等を設置

しましょう。

・お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の

協力体制を作りましょう。


